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～仕事内容～
環境省は、「持続可能な社会の実現」を目指し、より良い環境を未来の世代へ受け継いでい
くために、気候変動に代表される地球環境問題、海洋プラスチックごみ対策、生物多様性保
全と国立公園・世界自然遺産の保護と利用といった地球規模の仕事から、福島の復興・再生
や地域循環共生圏の創造といった地域に貢献する仕事まで、広範に活動しています。

一般職事務系 一般職理工系 一般職自然系
事務系職員は主に組織運営
のスペシャリストとして活
躍します。その為に、あら
ゆる管理業務に従事し、担
当者として国規模の政策に
直接携わる機会もあります。
環境行政を支えていく中で
基盤となる重要な業務であ
り、”縁の下の力持ち”として
必要不可欠可な存在です。

理工系職員は、科学的
知見を背景に、自然環
境を除く環境政策（例
えば、脱炭素や資源循
環など）の制度づくり
や運用、プロジェクト
の実施を担います。

自然系の職員は、通称
「レンジャー」と呼ばれ、
生物多様性の保全、国立
公園や野生生物の保護管
理、自然再生、施設整備
など、自然環境全般に関
わる仕事をします。全国
各地で自然と人をつなぐ
役割を担います。

～定員数、勤務地・転勤～
定員数 ：2,252人（令和6年4月時点）
勤務地・転勤：本省（霞が関）勤務のほか他省庁、独立行政法人等及び全国 ８カ所の地方
環境事務所での勤務があります。その他、能力に応じて海外勤務の機会もあります。また一
般職自然系は日本各地の国立公園管理事務所及び自然保護官事務所等での勤務があります。

～先輩職員からのメッセージ～
私はレンジャー（自然系職員）として、国立公園や野生生物に関する業務に従事して
おり、現在はトキの野生復帰のために、モニタリング調査や関係者との調整、普及啓
発等に取り組んでいます。
環境省では、このような最前線の現場での業務から本省での政策立案に至るまで、多
様なフィールドで幅広い業務に携わることができます。
また、役職に関係無く意見を出し合える雰囲気があり、若手でも自分の考えが業務に
反映される機会が多いことにも魅力とやりがいを感じています。
自分の力を地域、日本、そして地球の環境を守るために活かしたい方、環境省で一緒
に働けることを楽しみにしています！
（採用年：令和２年 試験区分：林学 所属：関東地方環境事務所佐渡自然保護官事務所）

【お問い合わせ先】

環境省大臣官房秘書課任用第一係

〒100-8975 東京都千代田区霞が関1-2-2

03-5521-8207

【採用ＨＰ】
https://www.env.go.jp/guide/saiyo/index.html

※高卒程度試験からの採用は、一般職事務系にて実施しております。

～キャリアパスの流れ～


